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な
焼
却
炉
周
辺
、
す
な
わ
ち
大
気
中
の
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
が
高
い
エ
リ
ア
を
見

事
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
た
。

　

そ
の
後
も
市
民
が
自
ら
費
用
を
負
担
し
、

主
体
的
に
環
境
を
監
視
す
る
活
動
が
20
年

近
く
続
い
て
い
る
。
誰
で
も
知
っ
て
い
る

松
の
針
葉
を
生
物
指
標
と
し
て
大
気
中
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
濃
度
を
監
視
す
る
活

動
で
あ
る
。
こ
の
運
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た

１
９
９
９
年
と
い
え
ば
、
所
沢
の
野
菜
が

焼
却
炉
か
ら
排
出
さ
れ
る
煙
に
よ
っ
て
高

濃
度
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
汚
染
さ
れ
て
い

る
と
い
う
実
態
が
初
め
て
ニ
ュ
ー
ス
番
組

で
報
道
さ
れ
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
た

年
で
あ
る
。
人
々
は
「
農
作
物
は
選
べ
て

も
呼
吸
す
る
大
気
は
選
べ
な
い
」
と
い
う

認
識
か
ら
、
見
え
な
い
大
気
汚
染
の
実
態

　

図
１
は
、
１
９
９
９
年
度
に
実
施
さ
れ

た
「
市
民
参
加
に
よ
る
松
葉
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
調
査
」
の
関
東
地
域
（
千
葉
県
・
東
京

都
・
神
奈
川
県
）
の
成
果
を
報
じ
た
朝
日

新
聞
科
学
欄
の
記
事
で
あ
る
。
図
は
、
所

沢
市
に
隣
接
す
る
清
瀬
市
な
ど
東
京
都
多

摩
地
域
や
千
葉
県
常
磐
線
沿
線
、
東
京
湾

臨
海
部
、
神
奈
川
県
相
模
原
市
及
び
東
京

都
八
王
子
市
周
辺
な
ど
、
産
廃
焼
却
炉
が

集
中
す
る
エ
リ
ア
、
維
持
管
理
が
不
適
切

を
自
ら
測
定
し
「
見
え
る
化
」
に
取
り
組

み
、
調
査
結
果
を
基
に
行
政
や
事
業
者
に

対
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
か
け
を
行
っ
て

き
た
。

　

そ
れ
か
ら
約
20
年
、
日
本
の
大
気
中
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
は
大
幅
に
改
善
さ
れ

た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
２
０
０
０
年
に

の
で
あ
る
。1

2

　

こ
の
年
、
日
本
の
一
般
環
境
の

全
国
平
均
は
０
・
０
４
１
pg-

Ｔ

Ｅ
Ｑ
／
m3
で
あ
っ
た
が
、
広
島
県

は
お
よ
そ
そ
の
２
倍
と
全
国
一
の

高
濃
度
県
と
な
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
の
濃
度
を
見

る
と
、
大
都
市
ロ
ン
ド
ン
の
濃
度

は
日
本
国
内
の
ど
の
地
域
よ
り
低

く
、
工
業
都
市
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

は
、
青
森
県
と
同
レ
ベ
ル
と
い
う

こ
と
が
判
明
し
た
。

　

大
気
中
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度

の
環
境
基
準
を
設
定
し
て
い
る
の

は
世
界
広
し
と
い
え
ど
も
日
本
だ

け
で
あ
る
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
特
措

法
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
20
年
近
く

に
な
る
が
、
当
時
と
は
状
況
が
一

変
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

基
準
値
は
当
時
の
ま
ま
据
え
置
か

れ
、
環
境
省
は
も
と
よ
り
、
全

国
の
自
治
体
は
「
環
境
基
準
を
下

回
っ
て
い
る
」
こ
と
を
金
科
玉
条

に
廃
棄
物
の
焼
却
処
理
を
是
認
し
、

日
本
の
焼
却
炉
技
術
は
優
れ
て
お

り
、
高
温
焼
却
と
バ
グ
フ
ィ
ル

タ
ー
な
ど
排
ガ
ス
処
理
装
置
に
よ

り
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
も
は
や
問

題
な
い
と
言
わ
ん
ば
か
り
で
あ
る
。

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ｓ

施
行
さ
れ
た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別

措
置
法
（
以
下
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
特
措
法
）

の
下
、
排
ガ
ス
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
排

出
規
制
に
加
え
、
大
気
・
土
壌
・
水
な
ど

に
つ
い
て
の
環
境
基
準
も
設
定
さ
れ
、
一

定
の
効
果
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
が
、
い
ま
も
な
お
、
市
民
に
よ
る
監

視
活
動
は
続
い
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
そ
の
背
景
を
整
理
し
て
お

き
た
い
。
次
号
以
降
、
松
の
針
葉
を
生
物

指
標
と
す
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査
の
科

学
的
根
拠
と
、
こ
れ
ま
で
の
市
民
に
よ
る

監
視
活
動
の
実
績
と
今
後
の
わ
が
国
の
廃

棄
物
政
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
の
提
言
を

行
う
こ
と
と
す
る
。

大
気
中
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
　

（
一
般
局
）
の
現
状

　

図
２
は
、
や
や
古
い
デ
ー
タ
で
は
あ
る

が
、
環
境
省
に
よ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
環

境
調
査
結
果
よ
り
２
０
０
７
年
度
の
大
気

中
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
の
都
道
府
県
別

平
均
値
を
高
濃
度
順
に
並
べ
、
そ
こ
に
ほ

ぼ
同
時
期
の
イ
ギ
リ
ス
国
内
の
３
地
域

（
工
業
地
域
：
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
（
２
地

点
）、
大
都
市
地
域
：
ロ
ン
ド
ン（
10
地

点
）、
農
村
地
域
：
ハ
イ
マ
ッ
フ
ル
ズ（
１

地
点
）
の
年
平
均
値
を
並
べ
て
示
し
た
も

【用語解説】
①pg-TEQ/㎥
大気中のダイオキシン類濃度の単位。大気1立方メートルの中に毒性の強さで何pg（ピコグラム）のダイオキシン類が含まれているか表す単位です。
1pg（ピコグラム）とは、1兆分の1g（0.000000000001g）であり、50mのオリンピックプールに目薬一滴たらした濃度などと説明される場合があります。
TEQ（Toxic Equivalent）とは、毒性等量を意味しています。
法律に定められたダイオキシン類（PCDD、PCDF、Co-PCBの3種類）には、塩素のつく位置や数によって200種類以上の化合物があります。それらの
なかで、WHOによって毒性（の強さ）が明らかになっている化合物は29種類に限られており、それら毒性が明らかにされている化合物の濃度に毒性
の強さを示す係数（1～0.00003）をかけて足し合わせることによって測定した試料の毒性を評価しています。
②大気中ダイオキシン類の環境基準（年平均値0.6pg-TEQ/㎥以下）
ダイオキシン類対策特別土地法第7条では、大気の汚染、水質の汚濁（水底の底室の汚染を含む。）及び土壌の汚染に係る施設の基本とすべき基準と
して、人の健康を保護する上で維持されることが望ましい基準を環境基準として定めています。大気については、年間平均値が大気1立方メートル
中、0.6ピコグラム以下であることと定められています。
　なお、ダイオキシン類の測定頻度については、季節変動が平均化されるよう季節ごとに測定することが望ましいとされていますが、国のモニタリン
グ指針では、夏期及び冬期の年2回の測定でもよいとされています。
　法律では、測定地点ごとに測定結果を評価します。各都道府県の測定地点数は、沖縄県と山梨県が各2地点と最も少ないのに対し、千葉県が37地点
ともっとも多く、大阪府34地点、神奈川県31地点と続いており、測定回数も年2回以下のほうが多くなっています（2016年度）。人は全国平均や都道
府県平均といった年間平均値の空気を呼吸しているわけではありません。発生源周辺に生活する市民は常にその影響を受けていることを考慮する
必要があります。
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図1　1999年度の松葉ダイオキシン調査結果を報じた朝日新聞記事（2002年2月6日夕刊）

図2　平成19年度都道府県別大気中ダイオキシン類濃度の状況

出所：平成19年度ダイオキシン類に係る環境調査結果 環境省、1998年12月より環境総合研究所（ERI）作成
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（Persistent O
rganic Pollutants

：

残
留
性
有
機
汚
染
物
質
）
の
一
種
で
あ
り
、

難
分
解
性
、
高
蓄
積
性
、
長
距
離
移
動

性
、
人
の
健
康
や
生
態
系
へ
の
有
害
性
を

持
つ
物
質
の
中
で
も
極
め
て
毒
性
の
高
い

化
学
物
質
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
世
界
保
健

機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
、
１
９
９
８
年
に
Ｔ

Ｄ
Ｉ
（
耐
容
１
日
摂
取
量
：
あ
る
物
質
を
、

人
間
が
生
涯
を
通
じ
て
摂
取
し
続
け
て
も

健
康
に
影
響
が
出
な
い
と
さ
れ
る
体
重

１
㎏
当
た
り
の
１
日
分
の
摂
取
量
）
の
従

来
の
評
価
（
10 

pg
／
㎏
／
日
）
を
見
直
し
、

１
〜
４
pg-

Ｔ
Ｅ
Ｑ
／
㎏
／
日
と
し
た
が
、

そ
の
意
味
合
い
は
、
当
面
の
最
大
耐
容
摂

取
量
４
pg-
Ｔ
Ｅ
Ｑ
／
㎏
／
日
、
究
極
的

に
１
pg-
Ｔ
Ｅ
Ｑ
／
㎏
／
日
未
満
に
低
減

す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
で
き
る
か

ぎ
り
体
内
へ
の
摂
取
を
減
ら
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
勧
告
に
基
づ
き
、
日
本

に
お
い
て
は
１
９
９
９
年
、
当
面
の
間
、

４
pg-

Ｔ
Ｅ
Ｑ
／
㎏
／
日
と
す
る
こ
と
と

し
た
。
し
か
し
、
Ｅ
Ｃ
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共

同
体
）
は
２
０
０
０
年
に
14 

pg-

Ｔ
Ｅ
Ｑ

／
㎏
／
週
（
１
週
間
に
14 

pg
な
の
で
１
日

に
す
る
と
２
pg
）、
英
国
は
２
０
０
１
年

に
２
pg-

Ｔ
Ｅ
Ｑ
／
㎏
／
と
す
る
こ
と
を

そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
て
お
り
、
日
本
が
Ｗ
Ｈ

Ｏ
勧
告
の
上
限
の
４
pg
と
し
た
こ
と
と
の

違
い
を
見
せ
た
。

　

大
気
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
そ
の
他

の
有
害
物
質
（
重
金
属
類
や
揮
発
性
有
害

化
学
物
質
な
ど
）
と
と
も
に
、
呼
吸
器
か

ら
体
内
に
摂
取
さ
れ
る
が
、
多
く
は
食
品

か
ら
で
あ
る
た
め
、
そ
の
割
合
は
小
さ
い
。

し
か
し
、
呼
吸
器
か
ら
摂
取
さ
れ
る
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
の
吸
収
率
は
高
い
こ
と
か
ら
、

大
気
中
の
濃
度
は
低
い
に
越
し
た
こ
と
は

な
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
大
気
を
選

ん
で
呼
吸
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で

あ
る
。

　

人
口
密
集
地
に
焼
却
炉
が
設
置
さ
れ
て

い
る
点
で
日
本
と
類
似
し
て
い
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
都
市
の
実
態
を
み
れ
ば
、
今
も

猶
、
一
般
廃
棄
物
焼
却
炉
だ
け
で
１
１
０

０
余
り
が
狭
い
列
島
に
林
立
す
る
日
本
の

大
気
中
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
は
十
分
に

低
い
と
は
言
え
な
い
。

大
気
中
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
　
　
　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
の
課
題

　

図
３
は
、
環
境
省
が
毎
年
発
表
し
て
い

る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
排
出
目
録
（
イ
ン

ベ
ン
ト
リ
ー
）
か
ら
経
年
の
変
化
を
見
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
報
告
で
は
環
境
中
へ

の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
排
出
量
が
発
生
源

と
と
も
に
ま
と
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
量
は

事
業
者
が
自
主
的
に
測
定
し
都
道
府
県
に

届
け
出
る
排
ガ
ス
濃
度
測
定
結
果
を
根
拠

と
し
て
い
る
た
め
鵜
呑
み
に
で
き
な
い
も

の
の
、
大
気
中
に
排
出
し
て
い
る
発
生
源

の
割
合
は
依
然
と
し
て
焼
却
炉
系
が
５
割

以
上
と
大
き
な
割
合
を
占
め
、
工
業
系
の

約
４
割
と
両
者
で
90
％
を
超
え
て
い
る
。

　

一
方
で
、
大
気
中
の
監
視
は
と
言
え
ば
、

地
点
数
の
77
％
が
一
般
環
境
の
測
定
で
あ

り
、
発
生
源
周
辺
は
20
％
に
も
満
た
な
い

（
図
４
参
照
）。

排
ガ
ス
中
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定

の
課
題

　

図
５
は
、
東
京
二
十
三
区
内
の
清
掃
工

場
の
排
ガ
ス
測
定
結
果
と
そ
の
周
辺
の
大

気
中
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
の
一
例
と
し

て
、
大
田
清
掃
工
場
の
測
定
結
果
を
示
し

て
い
る
。
排
ガ
ス
中
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
と

大
気
中
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測
定
方
法
は

も
ち
ろ
ん
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
国
が
定
め

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
同
じ
グ
ラ

フ
に
整
理
し
、
問
題
点
を
わ
か
り
や
す
く

示
し
て
み
た
。

　

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
が

公
表
し
て
い
る
デ
ー
タ
を
見
る
限
り
、
都

内
区
部
の
二
十
一
清
掃
工
場
の
ど
の
工
場

も
排
ガ
ス
濃
度
は
極
め
て
低
く
、
基
準
値

を
大
き
く
下
回
る
10-⁷
レ
ベ
ル
の
数
値
が
並

ぶ
。
一
方
で
清
掃
工
場
周
辺
の
大
気
中
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
は
そ
れ
に
比
べ
て
高

い
濃
度
で
推
移
し
て
い
る
。
全
清
掃
工
場

か
ら
の
排
ガ
ス
が
こ
れ
ほ
ど
低
い
濃
度
で

あ
れ
ば
、
も
っ
と
環
境
中
の
濃
度
は
低
く

維
持
さ
れ
て
い
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か

と
思
う
の
は
当
然
で
あ
り
、
区
民
は
よ
り

実
態
に
即
し
た
環
境
監
視
の
あ
り
方
を
求

め
て
い
る
。

シリーズ シリーズ

図5　 清掃工場の排ガス中ダイオキシン類濃度と
 周辺大気のダイオキシン類濃度（大田清掃工場の例）

出所：東京二十三区清掃一部事務組合が公表しているデータよりERI作成
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図6　東京23区南部エリアの発生源とその炉数・規制値一覧

出所：2016年度 東京都ダイオキシン類自主測定結果より抜粋

区 施設名 炉数 規制値（ng-TEQ/㎥N）

港区
東大医科研（炭化炉） 1 10
港工場 3 1

江東区

砂町水再生センター（汚泥処理） 7 5
新江東工場 3 1
中防破砕ごみ処理施設 1 1
有明工場 2 1
㈱朝日商会 1 10
横浜植物防疫所 1 5
安政木材㈱ 1 10
神東塗料㈱ 1 5
スーパーエコプラント 6 0.1、1
中防灰溶融施設 4 0.1
前田道路㈱ 木質バイオマス 1 1

品川区

シンシア品川RCセンター 4 5、10
品川工場 2 0.1
品川工場灰溶融炉 2 1
海晏寺 1 10

目黒区
目黒工場 2 1
東光寺 1 10

大田区

㈱櫻商会エアポートクリーンセンター 1 1
森ケ崎水再生センター 6 1、0.1
大田工場 5 1
都動物愛護相談センター 城南島出張所 3 10、1
多摩工場 3 0.1

世田谷区

国立医薬品衛生研究所 1 10
千歳工場 1 1
世田谷工場 2 0.1
同上 灰溶融炉 2 1
世田谷八幡宮 1 10
東覚院 1 5

渋谷区
渋谷工場 1 1
明治神宮 1 10
宝仙寺 1 5

江戸川区

片山病院 1 10
医療法人社団三和会 1 10
月島食品工業㈱東京工場 1 10
江戸川工場 2 1
葛西水再生センター 4 1
王子マテリアル㈱江戸川工場 1 5
江戸川中井木材店江戸川作業所 1 10
㈲協立 1 10
㈲滝村工務店 1 10

注）規制値が複数記載されているものは、規制値の異なる炉があることを示している。

東京23区のダイオキシン類発生源松葉調査対象区をみると
◉江東区に集中。江戸川区も多い。臨海部に集中している。
◉神社やお寺、病院・大学、民間企業、産廃業者の規制値は緩い。
　10ngや5ngの施設が多数ある。測定しなくても罰則がない‼
◉火葬場は規制がないため、含まれていない。

図3　ダイオキシン類排出インベントリーの推移

出所：同資料　2018年3月環境省よりERI作成
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図4　 大気中ダイオキシン類の
 モニタリング地点数割合

出所：同資料 2018年3月環境省よりERI作成
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複
数
発
生
源
か
ら
の
複
合
的
・
累
積
的

影
響
や
清
掃
工
場
周
辺
の
住
宅
地
、
特
に

風
下
地
域
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
。
現

行
法
制
下
で
は
、
大
気
中
濃
度
は
年
２
回

以
上
の
測
定
と
な
っ
て
い
る
が
、
１
年
３

６
５
日
、
８
７
６
０
時
間
の
う
ち
の
数
時

間
の
測
定
で
は
、
年
間
平
均
値
の
把
握
は

難
し
い
し
、
そ
も
そ
も
本
来
監
視
す
べ
き

地
点
が
測
定
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
態
で

あ
る
。

　

ま
た
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
特
措
法
で
は
、

排
ガ
ス
規
制
が
焼
却
炉
の
規
模
に
応
じ
て

定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
都
内
で
あ
っ
て

も
、
10 ng-

Ｔ
Ｅ
Ｑ
／
Ｎ
m3
や
５
ng-

Ｔ

Ｅ
Ｑ
／
Ｎ
m3 と
規
制
値
の
緩
い
小
規
模

焼
却
炉
が
多
数
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
ら

に
つ
い
て
は
、
仮
に
規
制
基
準
以
下
で

あ
っ
て
も
高
い
濃
度
で
排
出
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

図
６
は
、
23
区
南
部
地
域
の
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
特
措
法
の
大
気
規
制
適
用
施
設
の
一

覧
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
事
業
者
に
よ
る

年
１
回
の
測
定
で
可
と
さ
れ
る
現
行
法
制

下
で
は
、
排
ガ
ス
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

濃
度
の
実
態
は
把
握
で
き
な
い
の
は
自
明

で
あ
る
。
な
お
、
現
行
法
制
下
で
は
事
業

者
が
自
主
測
定
を
怠
っ
て
も
罰
則
は
な
い
。

総
括

　

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
２
０
０
０

年
１
月
15
日
に
施
行
さ
れ
た
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
特
措
法
の
下
で
進
め
ら
れ
て
き
た
我
が

国
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
だ
が
、
発
生

源
の
規
制
の
あ
り
方
、
環
境
監
視
の
あ
り

方
、
測
定
の
あ
り
方
な
ど
に
課
題
が
多
く
、

膨
大
な
税
金
を
投
じ
て
行
わ
れ
て
い
る
行

政
の
環
境
測
定
結
果
か
ら
は
焼
却
大
国
で

あ
る
日
本
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
汚
染
の
実
態

が
把
握
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

こ
の
20
年
間
で
、
焼
却
さ
れ
る
ご
み
の
組

成
は
大
き
く
変
化
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

の
混
入
率
が
上
昇
し
続
け
て
い
る
こ
と
も

懸
念
材
料
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
東
京

二
十
三
区
で
は
、
２
０
０
８
年
に
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
廃
棄
物
を
埋
立
て
か
ら
焼
却
処
理

に
変
更
し
た
こ
と
に
よ
り
、
可
燃
ご
み
に

含
ま
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
割
合
は

次
第
に
増
加
し
、
そ
れ
ま
で
は
、
平
均
で

５
〜
６
％
だ
っ
た
も
の
が
、
２
０
１
６
年

度
に
は
18
％
ま
で
上
昇

3
、
工
場
に
よ
っ
て

は
既
に
20
％
を
超
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、
焼
却
炉
へ
の
負
荷
が
高
ま
っ
て
い
る

の
が
実
態
で
あ
る
。こ
う
し
た
背
景
が
あ
っ

て
市
民
は
い
ま
も
主
体
的
に
自
ら
地
域
の

環
境
を
第
三
者
的
に
監
視
す
る
活
動
を
継

続
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

①
一
般
廃
棄
物
焼
却
炉
の
施
設
数
は
こ
の

20
年
で
７
２
０
施
設
あ
ま
り
減
少
し
た

も
の
の
、
依
然
と
し
て
１
１
２
０
施
設

あ
る
。
こ
れ
に
産
業
廃
棄
物
の
焼
却
施

設
が
２
０
１
６
年
４
月
１
日
現
在
、
１

万
８
７
２
６
施
設
あ
り
加
え
る
と
、
２

万
弱
も
の
廃
棄
物
焼
却
施
設
が
稼
働
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

②
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
排
出
イ
ン
ベ
ン
ト

リ
ー
調
査

6
を
み
る
と
排
出
量
は
減
っ

て
い
る
が
依
然
と
し
て
全
国
平
均
で

50
％
強
が
廃
棄
物
焼
却
施
設
か
ら
排
出

さ
れ
て
お
り
、
都
市
に
よ
っ
て
は
そ
の

割
合
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
。

③
排
出
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
調
査
の
も
と
と

な
る
個
々
の
発
生
源
で
の
排
ガ
ス
濃
度

の
測
定
は
事
業
者
に
よ
る
年
１
回
最
低

４
時
間
の
排
ガ
ス
サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
基

づ
く
測
定
で
可
と
さ
れ
て
お
り
、
排
ガ

ス
濃
度
の
実
態
を
反
映
し
て
い
な
い
。

④
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
気
中
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
圧
倒

的
に
一
般
環
境
測
定
局
の
ウ
ェ
イ
ト
が

大
き
く
、
本
来
監
視
す
べ
き
発
生
源
周

辺
地
域
が
監
視
さ
れ
て
い
な
い
。

⑤
大
気
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
の
測

定
は
、
環
境
基
準
が
年
平
均
で
設
定
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
年
４
回

（
四
季
）
あ
る
い
は
年
２
回
（
夏
と
冬
）

の
測
定
が
圧
倒
的
に
多
く
、
年
平
均
値

を
反
映
し
て
い
な
い
。

⑥
大
気
環
境
基
準
の
０
・
６
pg-

Ｔ
Ｅ
Ｑ

／
m3
は
20
年
前
、
大
気
中
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
濃
度
が
最
も
高
か
っ
た
時
期
に
政

治
的
に
定
め
ら
れ
た
基
準
で
あ
り
、
現

時
点
で
そ
の
基
準
値
と
の
適
合
性
を
評

価
す
る
こ
と
の
意
味
が
薄
れ
て
い
る
。

低
濃
度
で
あ
っ
て
も
長
期
間
に
わ
た
っ

て
呼
吸
器
か
ら
摂
取
さ
れ
る
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
の
リ
ス
ク
を
考
慮
し
、
現
行
の

大
気
環
境
基
準
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

⑦
時
代
の
遺
物
と
な
っ
た
日
本
の
大
気
環

境
基
準
と
の
絶
対
評
価
の
み
に
依
存
せ

ず
、
諸
外
国
の
工
業
地
域
、
商
業
都
市

地
域
、
農
村
地
域
な
ど
で
の
測
定
値
と

の
相
対
的
な
比
較
が
参
考
と
な
る
。

　

以
上
、
市
民
参
加
に
よ
る
環
境
監
視
活

動
が
継
続
さ
れ
て
い
る
背
景
に
つ
い
て
述

べ
た
が
、
次
回
は
、
松
葉
に
よ
る
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
調
査
の
科
学
的
背
景
・
根
拠
に

つ
い
て
解
説
す
る
。

シリーズ




